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全
国
児
童
発
達
支
援
協
議
会
主
催
、第
5
回
全
国
職
員
研
修
会
が
、

平
成　
年　
月　
〜　
日
に
、神
戸
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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「
発
支
協
」創
刊
号
に
寄
せ
て

一
般
社
団
法
人　
全
国
児
童
発
達
支
援
協
議
会

（
C
D
S　
J
a
p
a
n
）

会
長　
加
藤
正
仁

一
般
社
団
法
人　
全
国
児
童
発
達
支
援
協
議
会　
第
五
回
職
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
副
会
長　
大
会
実
行
委
員
長　
宮
田
広
善

第
五
回
職
員
研
修
会
報
告

　
本
会
は
、
我
が
国
の
子
ど
も
の
育
ち
支
援
に
関
わ
る
関
係
者
が

共
通
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
そ
れ
ま
で
障
害
種
別
毎
に
活
動
し
て

い
た
も
の
が
「
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
就
く
」
を
合
言
葉
に2010

年

の
６
月
に
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
や
い
も
の
で
５
年
が
過
ぎ
た
。

発
会
に
至
る
ま
で
に
は
先
人
た
ち
の
献
身
的
な
情
熱
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
５
年
間
の
当
会
の
活
動
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
共
通
認
識
と
し
て
確
認
し
た
い
。
す
な

わ
ち
、
我
が
国
の
障
害
福
祉
施
策
は
大
人
中
心
に
推
移
し
て
い
る
中
で
、

初
め
て
当
会
が
唯
一
の
子
ど
も
の
関
係
団
体
と
し
て
立
法
府
、
行
政
府
、

民
間
諸
団
体
・
機
関
に
認
知
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
評
価
さ
れ
、
ま
さ
に

「
子
ど
も
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
意
見
発
表
や
提
言
を
積
極
的
に

展
開
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
の
だ
。
半
世
紀
近
く
こ
の
世
界
に

身
を
置
い
て
き
た
我
が
身
に
は
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
の
子
ど
も
施
策
が

推
し
進
め
ら
れ
る
中
で
、
我
々
の
子
ど
も
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
な
い
事
態
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
当
会
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
嘆
き
、
責
任
転
嫁
す
る
こ
と
な
く
、

自
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
自
覚
し
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
果
敢
に
吠

え
、
勇
猛
に
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
団
体
で
あ
り
た
い
も
の
だ
。
そ
う
し

た
活
動
の
確
認
・
共
有
媒
体
と
し
て
本
誌
が
Ｈ
Ｐ
と
併
せ
て
有
効
に

機
能
し
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
去
る
７
月　
日
（
木
）、　
日
（
金
）
の
二
日
間
、
兵
庫
県
神
戸
市
に
て

開
催
し
ま
し
た
「
第
五
回
全
国
職
員
研
修
会
」
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
研
修
会
は
、
北
は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
ま
で
発
表
者
も
含
め
る
と
三
一
〇
名
の
参
加
と

な
り
、
情
報
交
換
会
に
も
参
加
者
の
半
分
以
上
が
出
席
す
る
な
ど
盛
会
の
う
ち
に
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
他
団
体
の
研
修
会
や
会
議
が
重
な
っ
た
た
め
参
加
者
が
集
ま
る
か
ど
う
か
が
心
配

で
し
た
が
、
な
ん
と
か
三
〇
〇
名
の
大
台
を
超
え
る
参
加
者
を
得
て
、
改
め
て
「CDS 　

Japan

へ
の
期
待
の
大
き
さ
」
を
感
じ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
に
つ
い
て
も
、
講
演
Ⅱ
の
講
師
が
研
修
会
の
十
日
前
に
体
調
不
良
で
来
神
で
き

な
く
な
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
急
遽
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
を
お
願

い
し
た
講
師
の
講
演
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
実
行
委
員
全
員
が

胸
を
な
で
お
ろ
し
た
次
第
で
す
。

　
恒
例
の
行
政
説
明
は
、
阿
萬
哲
也
障
害
児
・
発
達
障
害
者
支
援
室
長
の
異
動
前
最
後
の

行
政
説
明
と
な
り
ま
し
た
が
、「
障
害
児
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
報
告
書
案

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
、
最
新
情
報
の
提
供
に
な
り
ま
し
た
。
阿
萬
室
長
の
力
の
こ
も
っ
た

分
か
り
や
す
い
話
し
ぶ
り
も
含
め
て
、
参
加
者
に
満
足
い
た
だ
け
る
行
政
説
明
に
な
っ
た
と

喜
ん
で
い
ま
す
。

　
他
の
講
演
、
分
科
会
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
集
計
で
は
す
べ
て
高
評
価
と
な
り
、
全
体
の

評
価
で
も
九
四
％
が
「
満
足
し
た
」
と
回
答
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
開
催
地
と
し
て
ホ
ッ
と

胸
を
な
で
下
ろ
す
と
と
も
に
、「
講
師
や
発
表
者
に
助
け
ら
れ
た
研
修
会
だ
っ
た
」
と
、
演
台

に
立
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　
今
回
の
研
修
会
の
準
備
に
は
、
兵
庫
県
内
のCDS

加
盟
施
設
の
皆
さ
ん
が
た
く
さ
ん
協
力

し
て
く
れ
ま
し
た
。
神
戸
開
催
が
決
定
さ
れ
た
時
に
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
も
で
き
て

い
ず
準
備
態
勢
に
大
き
な
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
月
初
め
か
ら
何
回
か
の
打
ち

合
わ
せ
、
当
日
早
朝
か
ら
の
使
役
な
ど
、
皆
さ
ん
積
極
的
か
つ
パ
ワ
フ
ル
に
準
備
し
て
い
た

だ
き
、
当
日
の
役
割
も
熱
心
に
こ
な
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
準
備
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん

か
ら
は
「
こ
れ
を
機
会
に
兵
庫
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の

活
動
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
の
提
案
も
い
た
だ
き
喜
ん
で
い
ま
す
。
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

研
修
会
を
開
催
す
る
意
義
を
強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

CDS Japan

役
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
協
力
に
感
謝!

で
す
。

と
く
に
事
務
局
の
岩
井
さ
ん
に
は
、
準
備
段
階
か
ら
終
了
後
の
決
算
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
あ
、
来
年
は
秋
田
で
す
。
力
強
く
後
藤
副
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〒838-0141 

福
岡
県
小
郡
市
小
郡74

番8-103

事
務
局

3

4

　【事務局】
　Tel　080-1765-0172
　Fax　0942-72-5211
 E-Mail
　office@cdsjapan.jp



全国児童発達支援協議会加盟数
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全国児童発達支援協議会
The Council of Developmetal Suport center,Japan

CDS Japan

設立まで

設立目標

設立から今日まで

加盟の呼びかけ

2014 年（平成 26年）9月 1日（月）

　　　　　　　　　　　　成長・発達が気になる子どもとその家族への様々な発達支援活動
　　　　　　　　　　　　を行うとともに、その質的向上・発展と社員相互の連携・交流を図り
　　　　　　　　　　　　ながら、福祉の維持・向上に貢献することを目的とし、その目的に
　　　　　　　　　　　　資するため、次の事業を行う。
　　（１）乳幼児期・学齢期の成長・発達上の諸課題への支援に関する調査及び研究事業
　　（２）施設・事業所の運営に関する調査・研究事業
　　（３）社員相互の連携・交流及び広報事業
　　（４）前各号に掲げる事業に附帯又は関連する事業
　　（５）その他当法人の目的を達成するために必要な事業
◎支援の必要な子どもたちを通じて、あらゆる子どもたちへの活きた支援が私たちの願いです。

　　　　　　　　　　　　　1990年代の初めに、種別の代表が集まり、通園療育懇話会の
　　　　　　　　　　　　　名前で、種別統合やノーマライゼーションをめざすということ
　　　　　　　　　　　　　で、問題意識（種別一元化、地域での支援等）は現在ととほと
んど変わらない形で、議論が開始されたのが始まりと言えます。
平成 6年（1994年）大熊猛、片桐格、加藤正仁、笠原吉孝、土屋浩伸、中川弘、米川毅、
各先生（五十音順）によって開始されました。しかし、それは平成 10年（1998）の
相互利用制度へと収斂したのです。平成 11年（1999年）から全国発達支援 4通園連絡
協議会が発足し、粘り強い発達支援の方向性を探り、平成 18年（2006年）障害者自立
支援法の施行の中で、平成 21年（2009年）障害者保健福祉推進事業の研究班を母体として、
発達支援の在り方とその方向性を目指して「全国児童発達支援協議会準備会」を設立し、発会
を目指しました。平成 22年（2010年 6月東京と秋葉原において「全国児童発達支援協議会
CDS Japan」の発会式 , 第 1回の施設長研修会が開催されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 22年の発会式以降以下の活動を行ってきました。平成 25年 5月 2日「全国児童発達
支援協議会」は一般社団法人格を取得しました。

◎　諸課題への支援に関する調査及び研究事業／運営に関する調査・研究事業
　平成 22年度　「障害児施設の一元化に向けた職員養成に関する調査研究」　
　　　　　　　　「発達支援学」発刊
　平成 24年度　「児童福祉法改正後の障害児通所支援の実態と今後の在り方に関する研究」
　平成 25年度　「障害児通所支援の今後の在り方に関する研究」
◎　質的向上・発展／社員相互の連携・交流及び広報事業
　平成 22年度　平成 23年度　平成 24年度　平成 25年度　　各度施設長研修　職員研修
◎以上を基本に、児童福祉法改正、総合福祉法施行に向けて、行政との協議をもち多ました。
◎平成 23年（2011年）3月11日東日本大震災とそれに伴う福島第一原発事故が起き、多くの
　児童発達支援の場と子どもたちが被害を受けました。この災害への支援を、全国児童発達支援
　協議会は震災早期から取り組みました。全国の多くの支援をここに感謝いたします。
　

一般社団法人「全国児童発達支援協議会」
CDS　Japan　（E-Mail　office@cdsjapan.jp）

成長・発達が気になる子どもとその家族への様々な支援に働いているすべての
事業所・センターに「全国児童発達支援協議会CDS Japan」への加盟を呼びかけます。



発
支
協

報
告

お
知
ら
せ

編
集
後
記

厚
労
省
人
事

2014 年（平成 26年）9月 1日（月）

今
回
は
、
今
年
度
行
わ
れ
た

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
報
告
と

致
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人　
全
国
児
童
発
達
支
援
協
議
会　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク　
第
２
回　
研
修
会

日
時　
：
二
〇
一
四
年
六
月
二
一
日
（
土
）
一
三: 

〇
〇
〜
一
七:

三
〇 

会
場　
：
オ
ー
ラ
ム　
台
東
区
東
上
野
一
ー
二
六
ー
二
（
新
御
徒
町
駅
か
ら
徒
歩
一
分
）

幹
事　
：
う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園

【
テ
ー
マ
】

　
全
国
児
童
発
達
支
援
協
議
会
で
は
、
平
成
二
五
年
度
厚
生
労
働
省
総
合
福
祉
推
進
事
業
研
究
を
受
託
し
、

非
常
に
重
要
な
平
成
二
四
年
度
改
正
の
そ
の
後
の
進
展
と
展
開
に
向
け
て
現
状
を
踏
ま
え
た
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
研
究
、
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
五
回
施
設
管
理
者
等
研
修
会
の
場
で
も
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
同
様
に
上
記
研
究
活
動
に

参
加
し
た
委
員
か
ら
内
容
の
一
部
を
報
告
し
参
加
者
と
共
有
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
を
交
え
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
今
後
各
施
設
で
事
業
展
開
す
る
上
で
の
一
助
と
な
る
事
を
願
っ
て

企
画
い
た
し
ま
し
た
。

会
費
納
入
に
つ
い
て

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
感
想

う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園

　
　
　
　
　
　
　
酒
井
康
年

会
費　
一
事
業
所　
　
二
万
円

　
　
　
　
個
人
会
員　
一
万
円

会
費
の
納
入
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
加
盟
施
設
と
し
て
研
修
会
で
の

低
参
加
費
や
及
び
様
々
な
情
報
提
供

等
多
く
の
点
で
の
メ
リ
ッ
ト
を

考
慮
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
「
全
国
児
童
発
達
支
援
協
議
会
」

設
立
以
来
、
広
報
紙
の
発
行
が
、

大
変
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、

加
盟
施
設
・
非
加
盟
施
設
の
皆
様
に

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
、
会
報
「
発
支
協
」
の
創
刊

に
や
っ
と
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
行
政
の
動
向
や
、

各
地
の
活
動
等
、「
発
支
協
」
で
広
報

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　

G
（　
）

研修受講
アンケート結果 【

プ
ロ
グ
ラ
ム
】

研
究
概
要
と
内
容
に
つ
い
て　

　
　
全
国
児
童
発
達
支
援
協
議
会　
　
　
　
　
会
長　
加
藤
正
仁

研
究
班
の
各
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
よ
り
報
告
児
童
発
達
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
よ
り

　
　
心
身
障
害
児
総
合
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー　
外
来
療
育
部　
小
児
科
医
師　
米
山
明

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
よ
り　
　
　

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

発
達
わ
ん
ぱ
く
会　
　
　
　
理
事
長　
小
田
知
宏

保
育
所
等
訪
問
支
援
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
よ
り　
　
　

　
　
う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園　
　
　
　
　
　

 

地
域
支
援
部
長　
酒
井
康
年

障
害
児
相
談
支
援
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
よ
り

　
　
川
口
市
障
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